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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762　FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





　「国民投票法」が、野党と圧倒的多数の世論の反対を押し切って５月１４日に参議院を通過、成立し、憲法九条を護る運動はいっそうの密度と広がりを要求されることになりました。調布「憲法ひろば」の今年後半の予定をお知らせし、みなさんのご参加と、これらへのご意見やご提案をお寄せくださることを期待します。
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5月25日
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　調布「憲法ひろば」の第25回例会です。


　小山一郎さん（中国帰還者連絡会）は1940（昭和15）年徴兵されてすぐ中国大陸に送られ、人間性を麻痺させる初年兵教育の後「掃討」に従事しました。敗戦後ソ連の捕虜としてシベリアに抑留され、さらに中国に移管され、収容された撫順戦犯管理所で「戦犯」として過ごしました。殺戮・強姦・略奪をほしいままにしていた「鬼」から、侵略の事実を直視するにいたった人間回復の過程は、「撫順の奇跡」と呼ばれています。釈放されて帰国後は、中国帰還者連絡会（中帰連）の一員として、日本の侵略・加害の事実を証言してこられました。「つくる会」などが美しく描く日本軍（皇軍）の実態を知り、「撫順の奇跡」の生き証人から生のお話を伺える希少な機会です。調布まで出向いてくださる高齢の小山さんの志に応えて、ぜひ例会にご参加ください。


参考図書：熊谷伸一郎『なぜ加害を語るのか－中国帰還者連絡会の戦後史』岩波ブックレット　2005　同『金子さんの戦争－中国戦線の現実』東京　リトル・モア　2005














E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html











　調布「憲法ひろば」の第26回例会。お話いただく坂上香さんは映像ジャーナリスト（元ドキュメンタリージャパン）です。





　2000年12月に旧日本軍のいわゆる「従軍慰安婦」制度を裁く民間法廷「女性国際戦犯法廷」が開かれ、この模様がNHKのETV特集「戦争をどう裁くか」の中で放映されましたが、内容は改ざんの跡も露わに、支離滅裂なものでした。日本側主催者だったVAWWNET-JAPANは、番組がはじめの企画書となぜ大きく食い違ったのか、NHKに何度も説明を求めましたが、回答がないため提訴。二審段階では、内部告発もあって、改ざんの過程が法廷で明らかになり、勝訴しました。しかし判決では「政治的圧力」は証明されないとされ、NHKは上告しています。実際に取材と制作に当たった坂上香さんのお話を伺い、現場から見えてきた番組改編の経緯、そしてこの問題をめぐる報道のあり方についてご一緒に考えてみたいと思います。





参考図書： VAWW-NETジャパン編『消された裁き』凱風社　2005





　日本国憲法制定のいきさつを、GHQが参考にした「憲法研究会」草案の起草者鈴木安蔵の活動に焦点をあてて描いた劇映画です。出演：高橋和也・藤谷美紀・加藤剛・左時枝。調布上映実行委員会の手で上映会が実現。


　前売券1200円、当日1500円（中学・高校生は800円、1000円）。「憲法ひろば」でも預かっています。








